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毒物及び劇物に関する法規 

〇 問１から問２０において、「法」とは毒物及び劇物取締法を指す。 

 

問１ 次の文章のうち、法第１条（目的）の条文として正しいものを下欄から選びな

さい。 

  

【下欄】 

 

① この法律は、毒物及び劇物の濫用による保健衛生上の危害を防止するため、

毒物及び劇物の輸入、輸出、所持、製造、譲渡、譲受及び使用に関して必要な

取締を行うことを目的とする。 

② この法律は、毒物及び劇物の安全性の向上、安定供給の確保及び適正な使用の

推進のため必要な措置を講ずるとともに、毒物及び劇物使用者の保護を図るため

に必要な規制を行うことにより、国民の保健衛生の向上に資することを目的とす

る。 

③ この法律は、毒物及び劇物の安全性の確保のために公衆衛生の見地から必要な

規制その他の措置を講ずることにより、毒物及び劇物に起因する衛生上の危害の

発生を防止し、もって国民の健康の保護を図ることを目的とする。 

④ この法律は、毒物及び劇物について、保健衛生上の見地から必要な取締を行う

ことを目的とする。 

 

 

問２ 次の文章は、法第２条の条文の一部である。（ ）の中に入るべき語句の正しい

組み合わせを下表から選びなさい。 

 

この法律で「毒物」とは、別表第一に掲げる物であつて、（ ア ）以外のも

のをいう。 

この法律で「特定毒物」とは、（ イ ）であつて、別表第三に掲げるものを

いう。 

 

【下表】 

 ア イ 

① 医薬品及び医薬部外品 毒物 

② 医薬品 毒物 

③ 医薬品 特定の用に供するもの 

④ 医薬品及び医薬部外品 特定の用に供するもの 
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問３ 次のア～オのうち、法第３条の３に規定する「興奮、幻覚又は麻酔の作用を有

する毒物又は劇物（これらを含有する物を含む。）であつて政令で定めるもの」に

該当するものの正しい組み合わせを下欄から選びなさい。 

 

ア トルエン 

イ エタノールを含有するシンナー 

ウ メチルエチルケトンを含有する塗料 

エ メタノールを含有する接着剤 

オ クロロホルム 

 

【下欄】 

①（ア、イ） 

②（ア、エ） 

③（ウ、オ） 

④（エ、オ） 

 

 

問４ 次の文章は、法第３条の４の条文である。（ ）の中に入るべき語句の正しい組

合せを下表から選びなさい。 

 

引火性、（ ア ）又は爆発性のある毒物又は劇物であつて政令で定めるもの

は、業務その他正当な（ イ ）による場合を除いては、（ ウ ）してはなら

ない。 

 

【下表】 

 ア イ ウ 

① 燃焼性 理由 所持 

② 発火性 理由 所持 

③ 発火性 権利 販売 

④ 燃焼性 権利 販売 
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問５ 次の文章は、法第５条の条文である。（  ）内に当てはまる語句として、正し

いものを下欄から選びなさい。 

 

厚生労働大臣、都道府県知事、保健所を設置する市の市長又は特別区の区長

は、毒物又は劇物の製造業、輸入業又は販売業の登録を受けようとする者の設

備が、厚生労働省令で定める基準に適合しないと認めるとき、又はその者が第

１９条第２項若しくは第４項の規定により登録を取り消され、取消の日から起

算して（ 問５ ）を経過していないものであるときは、第４条の登録をして

はならない。 

 

【下欄】 

① １年 

② ２年    

③ ３年    

④ ５年 

 

 

問６～８ 次の文章は、法第８条の条文の一部である。（  ）の中に入るべき語句の

正しい組合せを下欄から選びなさい。 

 

次に掲げる者は、前条の毒物劇物取扱責任者となることができない。 

一 （ 問６ ）未満の者 

二 略 

三 麻薬、大麻、あへん又は（ 問７ ）の中毒者 

四 毒物若しくは劇物又は薬事に関する罪を犯し、罰金以上の刑に処せ 

られ、その執行を終り、又は執行を受けることがなくなつた日から起算

して（ 問８ ）を経過していない者 

 

【下欄】 

問６ ① １４歳  ② １６歳  ③ １８歳   ④ ２０歳 

問７ ① コカイン ② タバコ  ③ アルコール ④ 覚せい剤 

問８ ① ２年   ② ３年   ③ ４年    ④ ５年 
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問９ 次のア～ウの記述の正誤について、正しい組合せを下表から選びなさい。 

 

ア 特定毒物を製造できる者は、毒物若しくは劇物の製造業者又は特定毒物研究

者である。 

  イ 毒物又は劇物の製造業者は、販売業の登録を受けることなく、農家に毒物ま

たは劇物を販売することができる。 

  ウ 農業用品目毒物劇物取扱者試験に合格した者は、農業用品目販売業及び特定

品目販売業の店舗で、毒物劇物取扱責任者となることができる。 

 

【下表】 

 ア イ ウ 

① 誤 正 誤 

② 正 誤 誤 

③ 誤 誤 正 

④ 正 正 正 

 

 

問１０ 以下の事項のうち、毒物劇物販売業者が法第１０条の規定により、変更の届

出を要するものとして、正しい組合せを下欄から選びなさい。 

 

ア 毒物劇物販売業者が法人の場合、その役員を変更した場合 

イ 当該店舗を他の場所へ移転した場合 

ウ 当該店舗の営業を休止した場合 

エ 毒物劇物販売業者が法人の場合、その名称を変更した場合 

オ 毒物劇物販売業者が法人の場合、その主たる事務所の所在地を変更した場合 

 

【下欄】 

①（ア、ウ） 

②（イ、ウ） 

③（イ、エ） 

④（エ、オ） 
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問１１ 次のうち、毒物劇物営業者が毒物又は劇物の容器として、飲食物の容器を使

用できないものを下欄から選びなさい。 

 

 【下欄】 

 ① 毒物のみ 

 ② 毒物及びすべての劇物 

 ③ 毒物及び刺激臭のある劇物以外の劇物 

 ④ 毒物及び揮発性の劇物以外の劇物 

 

 

問１２ 次の文章の（  ）内に当てはまる語句として、正しいものを下欄から選び

なさい。 

 

    毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、毒物又は劇物の容器及び被包に、「医

薬用外」の文字及び劇物については（ 問１２ ）をもって「劇物」の文字を

表示しなければならない。 

                  

【下欄】 

① 白地に赤色 

② 赤地に白色 

③ 黒地に白色 

④ 白地に黒色 

 

 

問１３ 次の文章は、法第１２条の一部である。（  ）の中に入るべき語句の正しい

組合せを下表から選びなさい。 

 

毒物劇物営業者は、その容器及び被包に、左に掲げる事項を表示しなければ、

毒物又は劇物を販売し、又は授与してはならない。 

一 毒物又は劇物の（ ア ） 

二 毒物又は劇物の成分及びその（ イ ） 

三 厚生労働省令で定める毒物又は劇物については、それぞれ厚生労働省令 

で定めるその（ ウ ）の名称 

  【下表】 

 ア イ ウ 

① 商品名 化学式 解毒剤 

② 名称 化学式 治療剤 

③ 商品名 含量 治療剤 

④ 名称 含量 解毒剤 
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問１４ 農業用劇物の着色に関する次の記述について、（  ）内に当てはまる語句

として、正しいものを下欄から選びなさい。 

 

    法第１３条の規定により、毒物劇物営業者は、硫酸タリウムを含有する製剤

たる劇物をあせにくい（ 問１４ ）色で着色しなければ、農業用として販売

してはならない。 

 

【下欄】 

① 赤 

② 黄 

③ 黒 

④ 青 

 

 

問１５ 次のうち、毒物劇物営業者が、毒物又は劇物を他の毒物劇物営業者に販売し、

又は授与したとき、その都度、書面に記載しておかなければならない事項として

正しい組合せを下欄から選びなさい。 

 

  ア 譲受人の年齢 

  イ 譲受人の職業 

  ウ 譲受人の住所(法人にあつては、その名称及び主たる事務所の所在地) 

  エ 毒物又は劇物の使用目的 

  オ 毒物又は劇物の性状 

 

【下欄】 

①（ア、イ） 

②（ア、エ） 

③（イ、ウ） 

④（ウ、オ） 

 

 

問１６ 問１５における書面の、販売又は授与の日からの保存期間を下欄から選びな

さい。 

 

【下欄】 

① １年間 

② ２年間 

③ ３年間 

④ ５年間 
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問１７ 次の文章は、法第１５条の条文の一部である。（  ）内に当てはまる語句と

して、正しいものを下欄から選びなさい。 

 

毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を次に掲げる者に交付してはならない。 

一 （ 問１７ ）未満の者 

二、三 略 

 

【下欄】 

① １２歳 

② １６歳 

③ １８歳 

④ ２０歳 

 

 

問１８ 次の文章は法第１６条の２の条文の一部である。（  ）内に当てはまる語

句として、正しいものを下欄から選びなさい。 

 

毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、その取扱いに係る毒物又は劇物が盗

難にあい、又は紛失したときは、直ちに、その旨を（ 問１８ ）に届け出な

ければならない。 

 

【下欄】 

① 保健所 

② 警察署 

③ 消防署 

④ 製造業者 

 

 

問１９ 法第２２条第１項に規定する業務上取扱者の届出が必要な事業でないもの

を下欄から選びなさい。 

 

【下欄】 

  ① 電気めつきを行う事業 

  ② 金属熱処理を行う事業 

  ③ 野ねずみの駆除を行う事業 

  ④ しろありの防除を行う事業 

 

 

 



8 

 

問２０ 次のア～ウの記述の正誤について、正しい組合せを下表から選びなさい。 

 

 ア 特定毒物の容器及び被包には、「特定毒物」の文字が記載されていなければな

らない。 

 イ 毒物劇物営業者は、毒物の容器に「医薬用外」の文字及び「毒」の文字を表示

しなければならない。 

 ウ 大学や病院において業務上劇物を取り扱う者は、その劇物を貯蔵する場所に、

「医薬用外」および「劇物」の文字を表示する義務はない。 

 

【下表】 

 ア イ ウ 

① 誤 誤 誤 

② 誤 正 正 

③ 正 正 誤 

④ 正 誤 正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

 

問２１～２４ 次の元素の分類として、正しいものを下欄から選びなさい。 

 

問２１ Ｃａ 

問２２ Ｆ  

問２３ Ｈｅ 

問２４ Ｌｉ 

 

【下欄】 

① アルカリ金属 

② アルカリ土類金属 

③ ハロゲン 

④ 希ガス 

 

 

問２５ 次のうち、電気陰性度が最も大きいものはどれか。下欄から選びなさい。 

 

【下欄】 

① Ｎａ     

② Ｓ      

③ Ｆ      

④ Ｈｅ 

 

 

問２６ 次の同位体に関するア～エの記述の正誤について、正しい組み合わせを下表

から選びなさい。 

 

ア 原子番号が異なる。 

イ 陽子の数が異なる。 

ウ 中性子の数が異なる。 

エ 質量数が異なる。 

 

【下表】 

 ア イ ウ エ 

① 正 正 誤 誤 

② 誤 誤 正 誤 

③ 誤 誤 正 正 

④ 正 誤 誤 正 

 

基礎化学 
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問２７ 次のうち、最も沸点が高いものはどれか。下欄から選びなさい。 

 

【下欄】 

① ＨＦ 

② ＨＣｌ 

③ ＨＢｒ 

④ ＨＩ 

 

 

問２８ 次のうち、水に溶かしたときにアルカリ性を示す物質はどれか。下欄から選

びなさい。 

 

【下欄】 

① ＮａＣｌ  

② ＮａＨＣＯ３  

③ ＮＨ４Ｃｌ  

④ Ｎａ２ＳＯ４   

 

 

問２９ 次の分子のうち、極性分子はどれか。下欄から選びなさい。 

 

【下欄】 

① 水 

② 塩素 

③ メタン 

④ 二酸化炭素 

 

 

問３０～３２ プロパンＣ３Ｈ８を完全燃焼させたときの化学反応式における各係数

について、最も適切な値を下欄から選びなさい。 

 

 Ｃ３Ｈ８ + （問３０）Ｏ２ → （問３１）ＣＯ２ + （問３２）Ｈ２Ｏ 

 

【下欄】 

問３０ ① ２   ② ３   ③ ４    ④ ５ 

問３１ ① ２   ② ３   ③ ４    ④ ５ 

問３２ ① ２   ② ３   ③ ４    ④ ５ 
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問３３～３５ 次に示した各水溶液の水素イオン指数ｐＨの値として、最も適切な値

を下欄から選びなさい。 

ただし、水溶液の温度は２５℃、水のイオン積は 

［Ｈ+］［ＯＨ-］＝１.０×１０－１４ （ｍｏｌ/Ｌ）２  

とする。 

 

問３３ ０.０１ｍｏｌ/Ｌの塩酸（電離度１.０）           

問３４ ０.００１ｍｏｌ/Ｌの水酸化ナトリウム水溶液（電離度１.０） 

問３５ ０.０１ｍｏｌ/Ｌのアンモニア水溶液（電離度０.０１）  

 

【下欄】 

問３３  ① ２    ② ３    ③ ４    ④ ５ 

問３４  ① １０   ② １１   ③ １２   ④ １３ 

問３５  ① １０   ② １１   ③ １２   ④ １３ 

 

 

問３６ 次のうち、１.０ｇの水酸化ナトリウムを水に溶かして５００ｍＬとした水溶

液のモル濃度として、最も適切な値を下欄から選びなさい。 

ただし、原子量はＨ = １、Ｏ = １６、Ｎａ = ２３とする。 

 

【下欄】 

 ① ０.０２５ｍｏｌ/Ｌ  

② ０.０５ｍｏｌ/Ｌ 

③ ０.１０ｍｏｌ/Ｌ 

④ ０.２５ｍｏｌ/Ｌ 

 

 

問３７ 圧力１.０×１０５ Ｐａで５.０Ｌを占める気体を、一定温度で体積を２.０Ｌ

にしたときの圧力として、最も適切な値を下欄から選びなさい。 

 

【下欄】 

 ① １.０×１０５ Ｐａ  

② １.５×１０５ Ｐａ  

③ ２.０×１０５ Ｐａ                  

④ ２.５×１０５ Ｐａ                    

                               

 

 

 



12 

 

問３８ 次のア～ウの物質において、その構造内に含まれる官能基の正しい組み合わ

せを下表から選びなさい。 

 

ア アセトン 

イ アニリン 

ウ エタノール 

 

【下表】 

 ア イ ウ 

① ケトン基 アミノ基 ヒドロキシ基 

② カルボキシ基 アミノ基 アルデヒド基 

③ ケトン基 ニトロ基 アルデヒド基 

④ カルボキシ基 ニトロ基 ヒドロキシ基 

 

 

問３９ 次のうち、芳香族化合物でないものはどれか。下欄から選びなさい。 

 

【下欄】 

 ① 安息香酸 

② フェノール 

③ エチレングリコール 

④ クレゾール 

 

 

問４０ 次のア～ウの有機化合物に関する記述の正誤について、正しい組み合わせを

下表から選びなさい。 

 

ア 炭化水素は炭素、水素のみからなる。  

イ アセチレンは二重結合を有している。 

ウ プロパンには構造異性体が存在しない。 

 

【下表】                      

 ア イ ウ 

① 正 正 誤 

② 誤 正 正 

③ 誤 誤 誤 

④ 正 誤 正 
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毒物及び劇物の性質及び貯蔵その他の取扱方法 

 

 

問４１～４４ 次の表に示した項目について、該当する物質として最も適当なもの

を下欄から選びなさい。 

 性状 用途 貯蔵法 

問４１ 

無色透明の液体。芳香

臭気があり、水には殆

ど溶けない。 

爆薬、染料、香料、サッ

カリン、合成高分子材料

の原料、溶剤。 

酸化剤との接触を避け、引火

しやすいために、火気に近づ

けないで保管。 

問４２ 

無色液体。麻酔性の芳

香がある。常温であっ

ても、空気中の湿気に

より徐々に分解して塩

化水素、ホスゲンを発

生する。 

洗濯剤および種々の洗浄

剤の製造、ホスゲンの合

成原料。 

亜鉛または錫メッキをした鋼

鉄製容器で保管し、高温に接

しないよう保管。蒸気は低所

に滞留するため換気の悪い場

所には保管しない。 

問４３ 

無色透明な可燃性液

体。特異な香気があ

り、揮発性を有する。 

染料その他有機合成原

料、樹脂、塗料等の溶

剤、燃料、試薬、標本保

存用。 

火災の危険性があるため、酸

化剤と接触させないよう、密

栓して冷暗所に保管。 

問４４ 

無色無臭の油状液体。

水を加えると激しく発

熱する。 

肥料、各種化学薬品の製

造、乾燥剤。 

水を吸収して激しく発熱する

ため、気密容器に保管。 

 

【下欄】 

① 四塩化炭素 

② メタノール 

③ トルエン 

④ 硫酸 
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問４５～４８ 以下の物質の人体に対する代表的な中毒症状について、最も適当な

ものを下欄から選びなさい。 

 

問４５ メタノール   

問４６ クロロホルム   

問４７ 水酸化カリウム  

問４８ 蓚酸    

 

【下欄】 

① 原形質毒である。この作用は、脳の節細胞を麻酔させ、溶血させる。 

吸入すると、はじめは嘔吐、瞳孔の縮小、運動性不安が現れ、ついで脳 

及びその他の神経細胞を麻酔させる。 

② 腐食性が強く、皮膚に触れると激しく侵す。ダストやミストを吸入す 

ると、呼吸器官を侵し、目に入った場合には、失明のおそれがある。 

③ 頭痛、めまい、嘔吐、下痢、などを起こし、致死量に近ければ麻酔状 

態になり、視神経が侵され、目がかすみ、ついには失明することがある。 

蓄積作用によるとともに、神経細胞内でギ酸が発生することによる。 

④ 血液中の石灰分を奪取し、神経系を侵す。胃痛、嘔吐、口腔や咽頭に 

炎症を起こし、腎臓が侵される。 

 

 

問４９～問５０ 次の物質を含有する製剤で、劇物からの指定から除外される上限

の濃度について、最も適当なものを下欄から選びなさい。 

 

問４９ 過酸化水素水  

問５０ 蓚酸  

 

【下欄】 

①  １％ 

②  ５％ 

③  ６％ 

④ １０％ 
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毒物及び劇物の識別及び取扱方法（実地試験） 

 

 

問５１～問５４ 次の物質の識別方法について、最も適切なものを下欄から選びな

さい。 

 

問５１ アンモニア水   

問５２ 過酸化水素水   

問５３ 蓚酸    

問５４ 硝酸    

 

【下欄】 

① 濃硫酸を潤したガラス棒を近づけると、白い霧を生じる。 

② 銅くずを加えて熱すると、藍色を呈して溶け、その際、赤褐色の蒸気を 

生じる。 

③ 水溶液を酢酸で弱酸性にして酢酸カルシウムを加えると、結晶性の沈殿 

を生じる。 

④ 過マンガン酸カリウムを還元し、クロム酸塩を過クロム酸塩に変える。 

 

 

問５５～５８ 物質とその廃棄方法について「毒物及び劇物の廃棄の方法に関する

基準」で定める下記の方法に該当する物質名を下欄から選びなさい。 

 

問５５ 多量のアルカリ水溶液（石灰乳または水酸化ナトリウム水溶液等）の 

中に吹き込んだ後、多量の水で希釈。 

問５６ 多量の消石灰水溶液に撹拌しながら少量ずつ加え、希硫酸を加えて中 

和し、沈殿ろ過して埋め立て。 

問５７ 多量の水を加えて希薄な水溶液とした後、次亜塩素酸ナトリウム溶液 

を加えて分解。 

問５８ セメントで固化し、溶出試験を行い、溶出量が判定基準以下であるこ 

とを確認後埋め立て。 

    

【下欄】 

① 硅弗化ナトリウム 

② 塩素 

③ 酢酸鉛 

④ ホルマリン 
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問５９～６０ 漏えい時の措置として、下記の措置方法に対する最も適切な物質を

下欄から選びなさい。 

 

問５９ 措置方法：漏えい箇所は、濡れたむしろ等で覆い、遠くから多量の水を 

かけて洗い流す。 

問６０ 措置方法：土砂等で流れを止め、遠くから徐々に注水し、ある程度希釈 

した後、消石灰、ソーダ灰などで中和し、多量の水で洗い流す。 

 

【下欄】 

① 四塩化炭素 

② 硫酸 

③ 水酸化カリウム  

④ アンモニア水 
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